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はじめに 

　この度、熊本地震で被害を受けられた皆様にお見舞い申し上げます。 
弊社では、４月１９日より４月２１日の３日間、現地調査を行いましたのでご報告
いたします。	
震源地の益城町の当社製品導入６物件を中心に被害状況を確認いたしました。	
震度７を２回、という前例のない震災でしたので、正直、GVAおよびSANTASを導入
いただいた建物が健全かどうか、現地に行くまで内心不安もありましたが、クロス
に少し皺の入ったところもあったものの、損傷はほとんどありませんでした。 



熊本市内で被害の多かった地域の物件を中心に訪問しました。	
熊本県全域での納品実績は全部で76件ありました。	
視察とビルダー側からのヒアリング結果、外部からは建物損傷	
がないことを全ての物件で確認できました。 
	
ここからは熊本県内での納入先のビルダー様からの声です。	
	
大規模な地震だったため、他支店からも応援を呼び集め、	
全棟の被害確認をしたそうです。	
1回目の震度7の地震の後に被害調査をした時点よりも	
2回目の震度7の地震後のほうが建物被害が拡大した。	
2回目の地震のほうが体感的にも揺れ・衝撃が大きかった	
そうです。	
	
調査の結果、構造部分に大きな損傷が入った家はないが、	
程度の差はあれなにかしらの被害はでているようで、	
地盤の関係で被害の差は大きく出ているとの事。	
地域によっては液状化現象もおきているそうです。	
	
制震を設置してる家と、設置していない家では家具の転倒や、	
クロス、外壁の割れなどの損傷・被害の差が明らかにありま	
したとありがたい、お声を頂戴しております。	



設置家屋写真報告 

　幸い地盤の崩壊や液状化の激しいところがなかったのも被害が無かった理由
だと思いましたが、激震地では、瓦屋根の立派なつくりの建物が軒並み倒壊し、
新しくみえる建物が大きな被害を受けている様子は本当に爆撃を受けた後のよ
うな凄まじさでした。 



熊本県益城町　当社制振装置設置物件 
震度７を2回経験した益城町の物件です。	
たまたまお施主様がみえて話を伺うことができました。	
外部の損傷はなかったそうです。	
被害があったのはクロスの割れが一か所のみでした。	
（室内に上げて頂けたので写真を撮影しました。）	
繰り返しの余震がある中ですが、避難所ではなくご自宅で生活をされているそうです。	
お施主様からは友人で家を建てる人がいれば	
「SANTASを推薦します」とありがたいお言葉を頂きました。	



熊本県益城町　当社制振装置設置物件 
震度７を2回経験した益城町の物件です。	
外的損傷はありませんでした。	
近くの家屋で倒壊している物件もありました。 



熊本県益城町　当社制振装置設置物件 
震度７を2回経験した益城町の物件です。	
外的損傷はありませんでした。	
しかし外構が一部崩れていました。	
家を降りてすぐのところに大きな地割れが起きていました。	
ちかくの田んぼには断層のずれが起きていました。 



熊本市東区	
当社制振装置設置物件 

益城町に隣接する熊本市東区です。	
こちらも外観の損傷はみられません
でした。	
現地に向かう途中で見かけた、	
RC造のマンション一階部分が完全に	
潰れていました。 



熊本市南区　当社制振装置設置物件 

外観の損傷はみられませんでした。こちらの物件のすぐ裏手には築30年程度の家屋
が並ぶ団地でしたが軒並み被害があったようです。 



益城町中心地被災状況 
　現地のビルダーさんへお見舞いと情報共有に伺いました。 
「熊本では地震らしい地震はこれまでなく、来るとすれば、南海トラフか首都
圏直下だと思っていたので、全く予期していなかった」ということでした。
「初回の震度７の地震で自宅に損傷が無かったが、念のため一旦避難所で一泊
し、余震が収束しつつあったので、自宅に戻り２回目の本震に遭遇したため、
その後、避難所と車で夜を明かす日々はいつまで続ければいいかという判断が
できず、心身ともに厳しい」というお話をお聞きました。 

 





熊本県益城町中心地 
震度７を2回経験した益城町の中心部の様子です。築年数の立った古い家屋の倒壊が多くみられまし
た。瓦の損傷は至る所で見られ、ブルーシートで覆われていました。エコキュートの転倒も非常に
多くみられました。鉄骨造の建物でも大きな被害のみられる物件があり、地震の規模に驚きました。	



今後の取り組み 
　現行法では、「震度６強に１度耐えて、倒壊を免れる」ことを想定してい
ますので、今回は、震度７が２回同じ場所で起こるといった想定外の地震で
あったため、被害が拡大したものと思われます。 
	
今回の現地調査でGVA、SANTASなど弊社制震工法はこれらの繰り返しの大きな
揺れや、余震対策としては非常に有効なことが実証されました。 
	
私ども平素の営業活動では、当社製品の地震対策効果を謳っておりますが、実
際にこのような震災があると、万が一大きな被害があった場合には大変なこと
になります。地震対策技術を開発・販売するメーカーとしては、製品販売だけ
に重点をおかず、より安全と安心を追及し、更なる技術の革新に努めると実証
実験や学術的に検証できる範囲で、防災安全面の基盤の上に、日常の快適さが
あることの認識の重要性の認識を高めていきたいと存じます。 
	
被災地におかれましてはまだまだ不安な日々が続くことでしょうが、できる限
り早急に収束し、日常を取り戻されることをお祈りしております。 

 


